


思春期保健のかかわりに多くの自然科学、とりわけ学校教育学、心理学、医学、社会学、

看護学等の参加が必要であることは、言うまでもない。また、思春期の発育発達にかかわ

るひとびとの、協力が必要であることも自明である。にもかかわらず、今日、これらの協

力体制は十分ではない。何故か。 

(1)それぞれの学問が、その体系の中で完結しており、関わる人もその中で関わっている。 

(2)学校も、地域に向いて開かれてはいない。 

(3)家庭もまた、核家族化しており期待される教育機能が低下している。 

言い替えれば、思春期の危機ニーズを持つ人や関連者に、必要としている援助がなされて

いないということである。思春期保健の問題を、精神医学領域における援助システムから

考えてみたい。 


